
Title 霧粒測定の一方法

Author(s) 吉田, 順五; 小口, 八郎

Citation 低温科學, 2, 69-72

Issue Date 1949-10-20

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/17400

Type departmental bulletin paper

File Information 2_p69-72.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



霧粒測定の一方法発

*~時 *** 
吉田順五y 小口伊八郎

緒言

(1) 
霧粒の大きさの測定は多くの人々に依ってたされて居るが，そのうち Assmann以来硝子板に

誼道注油を塗しとれに霧粒を捕捉して額徴鏡的に測定して居る人が多い.然し霧粒を自然の航

態のま Lで測定出来れば，測定操作上の影響に依る誤差が相雷除かれるので，このようた測定法
(2) 

を試みてみる必要がある.乙れには自由落下法が一番よい.Kneuselは霧粒を自由落下せしめ，

その落下速度を秒時計で測定し，とれから霧粒の大きさを算出した・叉近年m高田氏も際立同様の

方法で筑波山に於て霧粒を測定した・

筆者等は自由落下法を頴搬鏡寝異に!患用して，断蹟する光で落下する霧粒を!!RL，その顕微鏡

馬員をとってみた.霧粒の窮民は破線と主主ってうつるか

ら，破線の切れ目と切れ目との聞の長さを測って落下速

度が求められる.それで一つの装置を試作して震測した

栂要を報告ナる.

~ 1.装置及ぴ方法

照明;去には日昔話見野照明法を用いた.光を水2f.~て沿って

霧粒にあてP 光の方向とほ~' 300の傾き?と主主す方向に顕

微鏡の軸を向けた.光源の断績によって生ヂる粒子の破

耕、像は，顕微鏡を直接覗いてもみられるので，必歩しも

馬民をとる必要が泣いわけであるが，霧粒が多数同時に

視野内に入る場合が多く，直接観測する事はむづか L

ぃ.それで・専ら寝異をとる乙とにLた・装置の構造は大 第 1 園 (a)

B 

時第1園(a)及び (b)に示す如くである.圏中 Fは光源断績用のブリキ製の園板で， 4佃の穴を

持北海道大串低温科単協究所業績第26li尭.

蝉低温科拳研究所.

発柑北海道大事理製部物理壊教室.

(1) Assmann: Met. Zeitschr.， 1885， S. 41. 
(2) St. KneuseJ: Met. Zeit.， 1935， S. 64. 
く3) 福岡: 中央気象憂会主報， 20 (昭和 17年)， 185頁.
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等間隔にあげてある.ハンドノレHを廻はずと，歯車を経て Fが廻轄する.Fの廻轄は歯車に依

り5倍に増加されるので， Fは1秒間に2同位の割合で廻はせばよい.その廻韓速度は秒時計で

測定した・ Kは霧粒をとり入れる補助装ずで、，観測園筒の上端に取付けたものである・ Rは顛徴

鏡寝員撮影装置で，カメラにはライカカメラを用いた.Sは光源で，とれにはマツダの 6-8V

)
 

'hu 
(
 

第 1闘 (b)

自動車用電球を使った.Cは集光レンズでM

は光の強度を増す潟の球面鏡である.Aは観

測圏筒で，これには光の出入及び頴微鏡の窓

の震に三つの窓が付けてるる.以上の装置は

電球の電塵が低いので蓄電池で賠燈するとと

が出来，電燈線、の来て居たい場所でも使用出

来る.光j原断績用園板k手で廻ずのも電源の

たい場合Zと顧慮したためである.

以上の如き装置で霧粒の大きさを決めるに

は弐の如くナる. 先デ K 工り入った霧粒は

A~と通して自由落下Lτ行くから，その途中で粒子の顛徴鏡馬買をとる.一方嗣野の光はFの廻

轄により断績される故，寝異に現れる粒子像は第2園に示すようた破棋となる・この破線の中明

，1 

I / I !a 
I 11.' 

!j¥ 
l、11i
l t Jb 

第 2 園

棋の部分の長さをあ暗棋の部分の長さを b，a十b=cとすると，この粒子の

落下速度りは

戸 4・n・C×1
m 

で表される.但し刊は Fの廻轄数で，mは瀬被鏡寝員の倍率である.世カミ分

ると粒子の直径は， Stokesの式から容易に算出される.思員の中には， cがフ

ィルム工りも長くたってその測定が出来泣い場合もあるが， a: c叉は b:cは

Fの穴のあげ方に依り決って居あので， a又はbが測定出来れば C が分る，震

際にはあ b及び cが判然として居る多数の粒子の馬異像から a:c又は bcの平均値を求め

ておいてとれを利用した.

S 2.観測例

i長霧に就いて本装置を用いて霧粒宇径を測定した一例について逮ベる.との霧は肉眼観察では

細雨の降るよう友観を呈していた・

(1) 乙の装置は Kneuselの使用したものとほピ同様である.Kneusel:前出.
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震際に観測してみると， KtD如き楠助の導入箱を用いても，顕徹鏡の硯野内に入る霧粒は少数

に過ぎ主主い.少し風があると殆んど入らぬよう完工場合が多かったので，馬真にとるには約 10秒

間位露出して置くのが遁嘗で、あった・寝買の賓例を馬異 No.1び及:1¥0. 2に示す.

とれ等の馬異から得られた258個の霧粒の大きさの分布は，第3園の (a)及てjご(b)に示す如く
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である.との中 (a)は粒子学径

についての分布で， (b)は粒子

の質量分布である.乙の分布固

でみると，乙の霧の最大頻度宇

径は 30乃至 50μ で，普通の

霧粒に較べると徐程大きい.克

も本装置では小霧粒がたか泣か

視野に入り難かったから，或い

は大粒子を多く観測した結果，

第3圃に示す如き結果が得られ

たのかも知れ泣い.

ヲたに寝員 No.1に於て矢印

で示したようにp 粒子の像は傍

に平行主主細い明椋を伴うととか

多い.とれ等平行の二線は粒子

の南端の軌跡;でニ椋聞の距離は

との粒子の直径を示すものであ
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第
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3 

たって寝るのは霧粒の大きいと

きに限られる. Stokesの法則

(1) 自然の霧の大きさは犬略字径=1.5-3.5 x 10問3cmI1lIlち 15-35μ とされて居る.

W. E. Gibbs: Clouds & Smokes， p. 13u. 
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は霧粒が大きく主主ると成立し泣く主主る虞れがあるので，念の震，ニ椋聞の距離から直接求めた直

径と落下速度から Stokesの法則に依り算出した直径とを比較してみた.その結果を第1表に示

す.乙 Lで r(口)は自由落下より ，?(d)は二重椋より出した粒子宇径である.ゲ(d)と r(c)は

略一致した値に主主って居る・ gpち，今径 60-70μ 程度の霧粒までは Stokesの法則が成立って

居ることが分;S.

結 主Z
Zヨ

以上述べた測定装置誌に測定法は，自由落下法に依る霧粒測定用として試作L，自訴霧で賓際

に観i\tU してみた概要である.賓際に観測に合してみると，色々不充分な罪\~がある事が分ったので

今後の一助と Lてとの装置の猷賄を簡翠に検討しておく.

第ーに本装置で、は霧粒を充分掠捉出来たい訣離がある.殊に小霧粒は殆んど測定する事が出来

泣い.今後は霧粒取入れ法にοいて根本的に研究する必要がある.

第二に本測定に用V，た照明法で、は小粒子力1寝らたい献賠がある.故に照明法には一段の工夫が

必要である.

第三に光源の熱に依り震粒が蒸護する危険がある.これは第二の難賠と関聯して善返する必要

がある.

格りに本測定についτ種々有益主主御助言を賜った中谷教授誌に本測定に多大の援助を惜まれた
かった黒岩大助氏に深く感謝する女第である.

倫本研究は文部省阜市町研究舎議霧研究班の仕事の一部として行ったものである.
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